
新川森林組合 はＳＤＧｓの達成のため、
以下について取り組むことを宣言します。

当組合は、1984年に広域合併により設立した森林管理に取り組む企業です。当組合では豊か
な森林づくりを目指し、地域社会と共にみんなが幸せでいられる事業経営に努めています。
森林管理を行う者として森林整備の推進・普及通じて地域社会、組合員、役職員と共に発展
する企業として、当組合の企業理念を基本にＳＤＧｓ宣言をし、誰1人取り残されない持続
可能な社会の実現に向けて取り組みを進めます。

再生可能なエネルギーの増加に向けて木質バイオマス発電等へ木材供給を実施する

木質バイオマス発電等への木材供給量　令和7年度　4,500ｔを目指します。

気候変動や自然災害に対して、森林整備の推進による、炭素貯蔵強化に取り組む

森林整備の推進を目指し、間伐面積　令和7年度　70haを目指す。

持続可能な森林経営の実施を目指し、「伐って、使って、植える」木材の循環利用
に取り組む

木材の循環利用を推進するために、令和7年度　伐採面積5ha 木材流通量12,000ｍ3
　新植面積5haを目指す。
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